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民事訴訟法九一条の構造・再考（六・完）﻿
 

研
究
ノ
ー
ト民

事
訴
訟
法
九
一
条
の
構
造
・
再
考
（
六
・
完
）

髙
　
　
原
　
　
知
　
　
明

は
じ
め
に

第
一
章　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
沿
革

　

第
一
節　

明
治
民
訴
法
二
二
四
条
─
─
当
事
者
の
承
諾
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
裁
判
長
の
許
可

　

第
二
節　

明
治
三
六
年
草
案

　

第
三
節　

大
正
民
訴
法
一
五
一
条
ま
で
の
道
程

　
　

第
一
款　

出
発
点
─
─
明
治
三
六
年
草
案
二
五
二
条

　
　

第
二
款　

起
案
会
案
─
─
当
事
者
の
意
思
に
関
す
る
文
言
の
脱
落
及
び
考
え
ら
れ
る
理
由

　
　

第
三
款　

起
草
委
員
会
案
─
─
「
裁
判
長
ノ
許
可
」
文
言
の
脱
落
及
び
そ
の
経
緯

　
　

第
四
款　

民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
（
大
正
一
五
年
法
律
第
六
一
号
）
の
成
立
等

　

第
四
節　

昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
改
正
等

　
　

第
一
款　

改
正
の
内
容
─
─
当
時
の
現
行
規
定
、
改
正
案
、
改
正
後
の
溶
け
込
み
規
定

　
　

第
二
款　

立
案
担
当
者
の
説
明

　
　

第
三
款　

改
正
に
至
る
経
緯
・
素
描

　
　

第
四
款　

そ
の
後
の
形
式
的
改
正
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研究ノート

　

第
五
節　

民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
一
〇
九
号
）
に
よ
る
同
法
九
一
条
の
規
定

　

第
六
節　

第
一
章
の
総
括
（
以
上
、
七
一
巻
五
号
）

第
二
章　

論
点
の
整
理
─
─
伝
統
的
見
解
の
構
造
を
踏
ま
え
て

　

第
一
節　

本
章
で
の
検
討
内
容

　

第
二
節　

昭
和
三
〇
年
前
後
に
お
け
る
学
説
の
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
構
造
理
解
─
─
兼
子
説
と
菊
井
＝
村
松
説

　
　

第
一
款　

兼
子
説
の
構
造

　
　

第
二
款　

菊
井
＝
村
松
説
の
構
造

　

第
三
節　

伝
統
的
見
解
の
問
題
点
等

　
　

第
一
款　

制
度
趣
旨
の
一
元
的
理
解
自
体
の
問
題

　
　

第
二
款　

内
在
的
原
因
に
よ
る
議
論
の
欠
落

　
　

第
三
款　

実
質
的
問
題
─
─
訴
訟
当
事
者
等
の
利
益
の
過
少
保
護
の
お
そ
れ

　
　

第
四
款　

訴
訟
記
録
の
電
子
化
に
伴
う
訴
訟
記
録
閲
覧
権
の
事
実
上
の
縮
減
可
能
性

　
　

第
五
款　

類
型
的
検
討
の
必
要
（
以
上
、
七
二
巻
一
号
）

　

第
四
節　

訴
訟
当
事
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　
「
訴
訟
記
録
」
の
意
義

　
　

第
二
款　

改
正
法
九
二
条
の
二
第
二
項
等
に
い
う
「
当
事
者
」
の
意
義

　
　

第
三
款　

電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
の
意
義
等

　
　

第
四
款　

改
正
法
九
一
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
法
九
一
条
五
項
の
解
釈
（
以
上
、
七
二
巻
二
号
）

　

第
五
節　

利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　
「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
対
立
的
把
握
の
必
要
性

　
　

第
二
款　

非
当
事
者
と
し
て
の
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
意
義

　
　

第
三
款　

第
三
者
の
閲
覧
を
許
可
す
べ
き
場
合
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第
四
款　

第
三
者
の
閲
覧
を
拒
絶
す
べ
き
場
合

　
　

第
五
款　

当
事
者
の
同
意
手
続
等

　
　

第
六
款　

補
論
─
─
第
三
者
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
と
「
複
写
」
等

　
　

第
七
款　

小
括
（
以
上
、
七
三
巻
一
号
）

　

第
六
節　

訴
訟
当
事
者
等
以
外
の
一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合

　
　

第
一
款　

一
般
公
開
化
に
よ
り
「
拡
大
」
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か

　
　

第
二
款　

一
般
第
三
者
か
ら
の
閲
覧
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
審
理
枠
組
み

　
　

第
三
款　

幾
つ
か
の
立
法
論
的
課
題

　
　

第
四
款　

小
括
（
以
上
、
七
三
巻
二
号
）

第
三
章　

新
た
な
構
造
理
解
に
基
づ
く
訴
訟
記
録
閲
覧
等
制
度
の
提
示
等

　

第
一
節　

関
係
者
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
と
し
て
の
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等

　
　

第
一
款　

当
事
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
の
一
方
と
他
の
一
方
と
の
利
害
調
整
ル
ー
ル

　
　

第
二
款　
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
と
第
三
者
と
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
の
原
型

　

第
二
節　

訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
認
め
る
理
論
的
根
拠

　
　

第
一
款　
「
当
事
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
公
開
原
則
の
一
発
現

　
　

第
二
款　
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
他
人
間
の
訴
訟
に
係
る
情
報
の
利
用
等

　

第
三
節　

当
事
者
と
第
三
者
と
の
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
─
─
当
事
者
の
意
思
及
び
そ
れ
に
代
わ
る
裁
判
等
機
関
の
許
可

　

第
四
節　

一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
制
度
の
再
構
成

　
　

第
一
款　

利
害
調
整
ル
ー
ル
─
─
当
事
者
と
第
三
者
と
の
間
の
既
存
ル
ー
ル
の
拡
張

　
　

第
二
款　

裁
判
公
開
原
則
の
徹
底
─
─
裁
判
等
機
関
の
裁
量
統
制
ル
ー
ル
と
し
て
の
再
構
成

む
す
び
に
代
え
て
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第
三
章　

新
た
な
構
造
理
解
に
基
づ
く
訴
訟
記
録
閲
覧
等
制
度
の
提
示
等

　

本
章
で
は
、「
訴
訟
記
録
の
閲
覧
の
一
般
公
開
」
か
ら
出
発
す
る
伝
統
的
見
解
と
は
異
な
り
、
兼
子
博
士
の
発
想
か
ら
示
唆
を
受
け

て
、
当
事
者
公
開
原
則
の
保
障
を
出
発
点
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
構
造
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
の
要
点
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等
は
当
事
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
と
、
当
事
者
対
第
三
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
を
含
ん
で

お
り
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
は
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
の
根
拠
を
異
に
す
る
の
で
、
両
者
を
明
確
に
峻

別
し
た
構
造
理
解
を
提
示
す
る
。（
第
一
節
、
第
二
節
）

　

第
二
に
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
対
立
的
契
機
に
焦
点
を
当
て
た
当
事
者
対
第
三
者
間
の
利
害
調
整

ル
ー
ル
は
合
理
的
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
条
文
上
は
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
が
、
解
釈
論
と
し
て
こ
れ
を
補
う
べ
き
で

あ
る
。（
第
三
節
）

　

第
三
に
、
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
の
場
面
も
、
理
論
的
に
は
、「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧

等
と
同
じ
利
害
調
整
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
裁
判
の
公
開
原
則
の
徹
底
の
趣
旨
は
、
裁
判
等
機
関
の
裁
量
が
働
き
得
る
場
面
に
お
け

る
制
約
的
原
理
と
し
て
改
め
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。（
第
四
節
、
第
五
節
）

　

第
一
節　

関
係
者
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
と
し
て
の
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等

　

第
一
款　

当
事
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
の
一
方
と
他
の
一
方
と
の
利
害
調
整
ル
ー
ル

　

訴
訟
記
録
の
内
容
を
な
す
主
張
や
証
拠
を
裁
判
所
に
提
供
し
た
当
事
者
の
一
方
は
、
係
属
中
の
事
件
の
審
理
及
び
判
断
を
受
け
る
た
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民事訴訟法九一条の構造・再考（六・完）﻿

め
に
裁
判
所
に
向
け
て
主
張
等
を
し
て
い
る
。
相
手
方
当
事
者
や
裁
判
所
に
開
示
し
た
主
張
等
が
訴
訟
外
の
第
三
者
に
開
示
さ
れ
る
こ

と
は
望
ま
な
い
こ
と
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
自
己
が
相
手
方
当
事
者
に
お
い
て
裁
判
所
に
提
出
す
る
主
張
等
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
、
三
項
等
に
お
い
て
原
則
妨
げ
ら
れ
な
い
反
面
と
し
て
、
公
平
の
観
点
か
ら
、
自
己
が
裁
判
所
に

提
供
し
た
主
張
等
が
相
手
方
当
事
者
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
も
原
則
と
し
て
予
期
、
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
当
事
者
ハ
訴
訟
記

録
ノ
閲
覧
若
ハ
謄
写
又
ハ
其
ノ
正
本
、
謄
本
、
抄
本
…
…
ヲ
裁
判
所
書
記
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一

項
前
段
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
の
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
相
互
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
を

含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
款　
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
と
第
三
者
と
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
の
原
型

　

同
項
後
段
の
「
利
害
関
係
ヲ
疎
明
シ
タ
ル
第
三
者
亦
同
シ
」
と
い
う
規
定
も
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
請
求
す
る
訴
訟
外
の
第
三
者

と
訴
訟
当
事
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
正
民
訴
法
改
正
作
業
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
明
治
民
訴
法
二
二
四
条
二
項
は
「
裁
判
長
ハ
第
三
者
カ
権
利
上
ノ
利
害
ヲ
疎

明
ス
ル
ト
キ
ニ
限
リ
当
事
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
訴
訟
記
録
ノ
閲
覧
及
ヒ
謄
本
ヲ
付
与
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
当
事
者
（
双
方
）
の
承
諾
の
有
無
（
そ
れ
に
代
わ
る
裁
判
長
の
許
可
）
と
い
う
の
が
大
正
民
訴
法
ま
で
の
当
事
者
と
第
三
者
間

の
利
害
調
整
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
筆
者
と
し
て
は
、
大
正
民
訴
法
改
正
の
前
後
を
通
じ
て
、
こ
の
ル
ー
ル
が
積
極
的
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
と
み
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
の
改
正
に
よ
り
、
同
条
は
二
項
の
規
定
に
分
け
て
規
定

さ
れ
た
。「
当
事
者
ハ
訴
訟
記
録
ノ
謄
写
又
ハ
其
ノ
正
本
、
謄
本
、
抄
本
…
…
ヲ
裁
判
所
書
記
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
利
害
関
係
ヲ
疎

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（阪大法学）73（3-5）　405 〔2023. 9 〕



研究ノート

明
シ
タ
ル
第
三
者
亦
同
シ
」
と
い
う
同
条
三
項
の
規
定
と
、「
何
人
モ
訴
訟
記
録
ノ
閲
覧
ヲ
裁
判
所
書
記
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と

い
う
同
条
一
項
の
新
設
規
定
で
あ
る
。
後
者
の
新
設
規
定
は
裁
判
の
公
開
の
精
神
の
徹
底
と
い
う
観
点
か
ら
一
元
的
に
理
解
す
る
伝
統

的
見
解
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
兼
子
博
士
の
見
解
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
改

正
前
の
規
定
の
趣
旨
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
「
一
般
人
に
審
理
を
傍
聴
す
る
外
に
、
事
後
に
も
訴
訟
記
録
を
閲
覧
し
て
、
事
件
の
内
容
を

知
り
得
る
機
会
を
与
え
た
」
と
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
の
末
尾
に
、
改
正
法
九
一
条
、
改

正
法
九
一
条
の
二
及
び
改
正
法
九
一
条
の
三
の
条
文
と
、
こ
れ
ら
を
兼
子
説
の
理
論
的
整
理
に
沿
っ
て
整
理
し
た
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

条
文
と
を
比
較
し
た
対
照
表
【
資
料
】
を
掲
載
す
る
。
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
訴
訟
外
の
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者
間
の
利
害

調
整
ル
ー
ル
は
、
明
文
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
三
年
改
正
後
も
存
在
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（
第
三
節
、
第
四
節
）。

　

第
二
節　

訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
認
め
る
理
論
的
根
拠

　

第
一
款　
「
当
事
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
当
事
者
公
開
原
則
の
一
発
現

　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
中
核
は
、
同
条
一
項
の
規
定
の
う
ち
「
当
事
者
」
に
関
す
る
部
分
と
同
条
三
項
を
併
せ
た
部
分
で
あ
り
、
当

事
者
が
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
、
そ
の
正
本
、
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
又
は
訴
訟
に
関
す

る
事
項
の
証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
部
分
で
あ
る
。
録
音
テ
ー
プ
等
の
複
製
に
関
す
る
四
項
後
段
の
規

定
も
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

同
条
の
中
核
部
分
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
の
適
用
対
象
者
は
、
当
事
者
公
開
原
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
者
と
い
う
範

囲
で
画
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
判
決
の
名
宛
人
と
な
る
者
と
し
て
特
定
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
判
決
名
宛
人
の
法
定
代
理
人
・
代
表
者
、

当
事
者
参
加
人
、
補
助
参
加
人
等
が
含
ま
れ
る
。
共
同
訴
訟
人
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
九
二
条
と
の
関
係
で
「
自
己
の
攻
撃
防
御

（
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と
し
て
不
可
欠
な
証
拠
に
つ
い
て
証
拠
共
通
の
原
則
が
働
く
場
合
」
に
そ
の
部
分
に
つ
い
て
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
論
が
あ
る
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
共
同
訴
訟
人
の
一
人
が
、
相
手
方
と
他
の
共
同
訴
訟
人
間
の
訴
訟
に
お
い
て
も
民
事
訴
訟
法
九
一
条
に
い
う
「
当
事

者
」
に
当
た
る
か
否
か
と
い
う
理
論
的
問
題
と
し
て
も
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
選
定
当
事
者
を
選
定
し
た

後
の
選
定
者
や
当
事
者
か
ら
訴
訟
告
知
を
受
け
た
に
と
ど
ま
る
者
は
「
当
事
者
」
に
当
た
ら
ず
、
後
述
す
る
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た

第
三
者
」
と
し
て
の
閲
覧
等
が
問
題
と
な
る
に
と
ど
ま
る
。

　

自
己
が
裁
判
所
に
提
供
し
た
主
張
等
を
相
手
方
当
事
者
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
改
正
法
で
は
、
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
八
章
と
し
て
新
設
さ
れ
た
「
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏

名
等
の
秘
匿
」
制
度
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
秘
匿
事
項
届
出
書
面
や
秘
匿
事
項
記
載
部
分
（
訴
訟
記
録
等
中
の
秘
匿
事
項
届
出
書
面
以
外

の
も
の
で
あ
っ
て
秘
匿
事
項
又
は
秘
匿
事
項
推
知
事
項
が
記
載
等
さ
れ
た
部
分
）
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
閲
覧
等
請
求
で
あ
っ
て
も

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、「
当
事
者
」
の
範
囲
等
い
か
ん
に
よ

っ
て
は
、
請
求
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
等
に
よ
る
利
益
と
、
そ
の
属
性
や
閲
覧
等
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
他
の
「
当
事
者
」
の
利
益
と
が

衡
量
さ
れ
る
結
果
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
請
求
の
一
部
を
拒
絶
す
べ
き
余
地
が
な
お
理
論
上
残
る
と
考
え
る
。

　

第
二
款　
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
─
─
他
人
間
の
訴
訟
に
係
る
情
報
の
利
用
等

　

条
文
上
、「
当
事
者
」
と
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
は
並
列
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
ば
し
ば
同
一
視
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
沿
革
を
辿
れ
ば
、「
当
事
者
」
と
そ
れ
に
当
た
ら
な
い
「
利
害

関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
は
理
論
上
峻
別
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
明
治
民
訴
法
二
二
四
条
二
項
、
大

正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
後
段
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
ま
で
は
、
明
文
上
又
は
解
釈
上
、
訴
訟
記

（
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録
の
閲
覧
等
を
請
求
す
る
訴
訟
外
の
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
は
、「
当
事
者
」
の
承
認
や
そ
れ
に
代
替
す
る
裁

判
所
の
許
可
の
有
無
を
基
準
と
し
て
い
た
。
本
稿
の
立
場
は
、
閲
覧
請
求
の
み
の
場
合
を
含
め
、
利
害
関
係
の
疎
明
が
あ
っ
て
も
、
訴

訟
当
事
者
側
の
対
抗
利
益
と
の
関
係
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
閲
覧
等
を
拒
絶
す
べ
き
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
当
事
者
双
方
の
同
意
又
は
そ

れ
に
代
わ
る
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
利
害
関
係
を
問
題
と
せ
ず
に
閲
覧
等
を
許
可
す
べ
き
場
合
も
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

実
務
上
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
注
釈
書
は
、「
他
の
事
件
の
証
拠
と
し
て
提
出
す
る
た
め
に
、
訴
訟
記
録
中
の
弁
論
調
書
、
特
に
証
拠

調
べ
調
書
の
謄
・
抄
本
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
手
近
に
あ
る
注
釈
書
類
か
ら
「
当
事
者
」
に
該
当
せ
ず
「
利
害

関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
に
当
た
る
と
さ
れ
る
具
体
例
を
み
る
と
、
甲
乙
間
の
離
婚
請
求
事
件
〔
乙
と
訴
外
丙
と
関
係
し
た
こ
と
が

離
婚
原
因
〕
に
お
け
る
証
拠
調
べ
調
書
に
つ
き
別
訴
で
甲
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
て
い
る
丙
、
他
人
の
権
利
・
義
務
、
犯
罪
の
成
否
等

に
つ
い
て
文
書
の
提
出
・
証
言
等
が
さ
れ
た
場
合
の
そ
の
他
人
〔
そ
の
書
証
や
証
人
調
書
等
〕、
債
権
者
・
主
債
務
者
間
の
訴
訟
に
お

け
る
保
証
人
そ
の
他
参
加
の
利
益
を
有
す
る
第
三
者
、
訴
訟
告
知
を
受
け
た
者
等
を
抽
出
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
第
三
者
の
有
す
る
利
益

を
、
当
事
者
公
開
原
則
に
基
づ
く
「
当
事
者
」
の
利
益
と
同
視
し
た
り
、
裁
判
の
公
開
原
則
の
更
な
る
徹
底
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
す

る
の
は
、
い
ず
れ
も
難
し
い
。「
当
事
者
」
で
な
い
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
の
有
す
る
法
的
利
益
は
、
端
的
に
、
公
的
機

関
の
保
有
す
る
情
報
を
自
己
の
利
益
の
た
め
に
も
利
用
す
る
と
い
う
主
観
的
利
益
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解

す
る
と
、
利
害
関
係
の
存
在
を
主
張
す
る
も
の
を
含
め
、
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者
と
の
利
害
を
当
事
者
の
意
向
等
を
基
準
に
判
断
し
よ

う
と
す
る
利
害
調
整
ル
ー
ル
の
焦
点
や
そ
の
合
理
性
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
る
。

　
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
い
う
文
言
は
、
大
正
民
訴
法
制
定
時
に
出
現
し
、
そ
の
後
の
累
次
の
立
法
に
お
い
て
繰
り
返

し
用
い
ら
れ
て
お
り
、
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
こ
と
が
必
要
十
分
条
件
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
、「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
」
と
い
う
文
言
を
絶
対
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
現
在
の
文
言
か
ら
推
知
す
る
の
は
困
難
を
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伴
う
も
の
の
、
当
事
者
の
意
思
や
そ
れ
に
代
替
す
る
裁
判
機
関
の
裁
量
的
許
可
の
有
無
が
明
文
又
は
解
釈
上
実
体
的
基
準
と
さ
れ
て
き

て
お
り
、
閲
覧
（
等
）
請
求
の
許
否
判
断
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
飽
く
ま
で
「
当
事
者
」
か
否
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
【
資
料
】
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一
条
一
項
で
は
、
そ
の
根
拠
を
異
に
す
る
「
当
事
者
」
の
閲
覧
等
と
「
利
害
関
係
を
疎
明

し
た
第
三
者
」
の
閲
覧
等
を
、
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
後
段
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
の
構
文

を
用
い
て
明
確
に
書
き
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
以
上
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
に

対
し
て
認
め
ら
れ
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
の
方
法
等
は
、「
当
事
者
」
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
方
法
等
と
理
論
的
に
同
一
と
は
限
ら
な

い
こ
と
と
な
る
。
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一
条
一
項
で
は
こ
の
点
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

第
三
節　

当
事
者
と
第
三
者
と
の
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
─
─
当
事
者
の
意
思
及
び
そ
れ
に
代
わ
る
裁
判
等
機
関
の
許
可

　

第
一
節
及
び
第
二
節
第
二
款
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
訴
訟
外
の
第
三
者

と
訴
訟
当
事
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
を
解
釈
上
適
用
さ
せ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
は
現
在
及
び
将

来
に
お
い
て
な
お
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。【
資
料
】
で
は
、
解
釈
に
よ
っ
て
補
う
と
い
う
前
提
で
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
条
文
九
一
条
一
項
後
段
に
は
手
を
加
え
て
い
な
い
。
仮
に
明
文
化
を
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
等
機
関
の
許
可
を
要
件
と
し
つ

つ
、
当
事
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
閲
覧
等
を
許
可
す
べ
き
も
の
と
す
る
構
成
と
、
当
事
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
と
（
そ
れ
に
代
わ

る
）
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
を
並
列
的
に
閲
覧
等
の
要
件
と
す
る
構
成
と
が
さ
し
当
た
り
考
え
ら
れ
る
。
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第
四
節　

一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
制
度
の
再
構
成

　

第
一
款　

利
害
調
整
ル
ー
ル
─
─
当
事
者
と
第
三
者
と
の
間
の
既
存
ル
ー
ル
の
拡
張

　

昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
り
、「
閲
覧
」
の
範
囲
で
は
、
今
ま
で
許
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
当
事
者
」
等
以
外
の
一
般
第
三
者
に
も

訴
訟
記
録
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
が
昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

も
っ
と
も
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
明
治
民
訴
法
二
二
四
条
二
項
や
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
後
段
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一

四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
に
お
け
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
請
求
す
る
訴
訟
外
の
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者
間
の
利
害
調
整
ル
ー

ル
は
昭
和
二
三
年
改
正
後
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
み
る
限
り
、
昭
和
二
三
年
改
正
に
よ
る
訴
訟
記
録
の
一
定
範
囲
で
の
一
般
公
開
の
明

文
規
定
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
明
治
民
訴
法
二
二
四
条
二
項
や
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
後
段
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に

よ
る
改
正
前
の
も
の
）
を
根
拠
と
し
て
、
一
定
の
場
合
に
は
、
利
害
関
係
の
疎
明
の
な
い
一
般
第
三
者
に
対
し
て
も
、
訴
訟
記
録
の
閲

覧
等
（「
閲
覧
」
に
限
ら
れ
な
い
。）
を
許
す
べ
き
理
論
的
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
民
事
訴
訟
法
九
一
条

一
項
の
規
定
の
理
論
的
意
義
を
改
め
て
考
え
る
と
、
何
人
も
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
し
た
こ
と
の

意
義
は
、
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
創
設
的
か
つ
無
制
約
に
許
容
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
後
段

（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
に
定
め
て
い
た
第
三
者
の
範
囲
に
関
す
る
「
利
害
関
係
を
疎
明
シ
タ
ル
」

と
い
う
限
定
を
外
し
た
点
と
、
開
示
方
法
を
「
閲
覧
」
に
限
定
し
た
点
に
ま
ず
着
目
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
【
資
料
】
上
段
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一
条
第
二
項
は
、
改
正
法
九
一
条
一
項
の
規
定
中
当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し

た
第
三
者
に
係
る
部
分
を
除
い
た
も
の
及
び
同
条
二
項
後
段
の
規
定
を
統
合
し
て
本
文
、
た
だ
し
書
の
構
文
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一
条
一
項
後
段
を
同
項
前
段
と
書
き
分
け
た
の
と
同
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
閲
覧
等
を
求
め
る
主
体

ご
と
に
分
節
的
に
整
理
し
て
み
る
と
、
一
般
公
開
の
方
法
を
訴
訟
記
録
の
「
閲
覧
」
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
構
造
が
よ
り
明
ら
か
に
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な
る
。

　

ま
た
、
一
般
第
三
者
＝
「
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
も
の
」
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
の
要
件
、
効
果
に
つ
き
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一
条
一
項
前
段
、
同
条
後
段
い
ず
れ
を
範
と
す
る
か
と
い
う
理
論
的
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
に
加
え
、
仮
に
、

一
般
第
三
者
の
閲
覧
請
求
が
あ
れ
ば
そ
の
範
囲
で
当
事
者
は
こ
れ
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
ル
ー
ル
は
法
改
正
に
伴
う
当
然
の
帰
結
で
は
な
く
、
一
定
の
価
値
判
断
に
基
づ
く
解
釈
論
と
い
う
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆

す
る
。
筆
者
は
こ
の
ル
ー
ル
に
拘
泥
す
べ
き
で
は
な
く
、
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
の
閲
覧
（
等
）
も
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
九
一

条
後
段
の
規
定
の
延
長
線
上
で
要
件
、
効
果
を
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
的
整
理
は
、
無
制
約
の
一
般
公

開
か
当
事
者
限
り
の
訴
訟
記
録
閲
覧
等
の
制
限
か
と
い
う
現
行
法
下
の
硬
直
的
な
議
論
を
打
破
し
、
訴
訟
外
の
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者

と
の
利
害
を
当
事
者
の
意
向
等
を
基
準
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
利
害
調
整
ル
ー
ル
を
一
般
的
に
適
用
し
て
、
個
別
事
案
に
応
じ
て
解
決

す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
柔
軟
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
款　

裁
判
公
開
原
則
の
徹
底
─
─
裁
判
機
関
の
裁
量
統
制
ル
ー
ル
と
し
て
の
再
構
成

　

前
款
で
論
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
の
訴
訟
記
録
閲
覧
請
求
は
、
国
家
機
関
の
保
有
す
る
情
報
を
自
己
の
た
め
に
も
利
用
す

る
と
い
う
主
観
的
な
根
拠
付
け
（
根
拠
Ⅰ
）
と
、
訴
訟
記
録
の
一
定
範
囲
で
の
一
般
公
開
の
契
機
と
な
っ
た
「
裁
判
公
開
原
則
の
徹

底
」（
根
拠
Ⅱ
）
と
い
う
複
数
の
根
拠
付
け
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
に
基
づ
く
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
が
可
能
で
あ

る
か
、
後
者
の
観
点
に
基
づ
く
訴
訟
記
録
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
よ
り
広
い
範
囲
で
訴
訟
記
録
の
閲
覧

（
等
）
を
許
す
の
が
原
則
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
根
拠
Ⅱ
に
基
づ
く
閲
覧
の
対
象
と
な
る
訴
訟
記
録
の
範
囲
は
、
理
論
的
に
は
か
な
り
狭
い
も
の
に
と
ど
ま
る
と
予
想
さ
れ

（
138
）
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る
。
昭
和
二
三
年
改
正
の
立
案
担
当
者
の
解
説
に
従
い
、「
口
頭
弁
論
の
公
開
主
義
」
を
出
発
し
た
訴
訟
記
録
の
公
開
の
線
で
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
判
決
書
そ
の
他
の
裁
判
書
、
重
要
な
手
続
調
書
等
や
、
本
格
的
な
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
実
際
に
弁
論
に
上
程
さ
れ

た
事
項
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
主
張
書
面
は
裁
判
公
開
原
則
の
徹
底
と
い
う
切
り
口
か
ら
閲
覧
の
正
当
性
を
根
拠
付
け
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
そ
れ
に
先
立
つ
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
手
続
の
準
備
の
た
め
に
提
出
等
さ
れ
て
訴
訟
記
録
の
一
部
を
構

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
準
備
書
面
等
に
は
、
少
な
く
と
も
同
手
続
の
終
了
時
点
ま
で
は
不
確
定
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
い
か
な
る
意
味
で
後
者
の
意
義
で
の
閲
覧
の
正
当
性
を
認
識
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
今
ま
で
「
一
般
公
開
」
の
名
の
下
で
実
施
さ
れ
て
き
た
第
三
者
に
よ
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
の
ほ
と
ん
ど
は
、
理
論
的
に
は
、

根
拠
Ⅱ
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
根
拠
Ⅰ
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
持
っ
て
い

る
。
裁
判
公
開
原
則
の
徹
底
（
根
拠
Ⅱ
）
の
趣
旨
は
、
訴
訟
外
の
第
三
者
と
訴
訟
当
事
者
と
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
裁
判
等

機
関
が
裁
量
的
に
許
否
を
判
断
す
る
際
の
裁
量
統
制
ル
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
何
人
も
、
裁
判
所

の
許
可
を
得
て
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
原
則
規
定
を
置
い
た
上
で
、
同
許
可
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
一
定
の
除
外
事
由
に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、
こ
れ
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
裁
量
統
制
規
定
を
置
く
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。

む
す
び
に
代
え
て

　

民
事
訴
訟
法
九
一
条
に
お
い
て
訴
訟
記
録
の
一
般
公
開
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
比
較
法
的
に
特
異
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
憲
法
学
か
ら

も
、
民
事
訴
訟
法
学
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
明
治
民
訴
法
二
二
四
条
ま
で
遡
っ
て
可
能
な
範
囲
で

民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
沿
革
を
辿
り
、
昭
和
二
三
年
改
正
の
前
後
を
通
じ
た
検
討
結
果
を
分
析
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
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（
第
一
章
）。
そ
の
結
果
は
、
従
来
の
議
論
と
は
異
な
り
、
議
論
の
素
材
の
対
象
を
過
去
に
拡
大
す
れ
ば
、
現
行
法
に
お
い
て
特
異
な

規
定
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
民
事
裁
判
の
Ｉ
Ｔ
化
の
実
施
に
向
け
た
準
備
作
業
等
に
際
し
、
母
法
ド
イ
ツ
法
等

の
比
較
法
の
知
見
が
参
考
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
実
務
や
学
説
で
確
立
し
た
理
解
に
基
づ
い
た
具
体
的
帰
結
を
、
兼
子
説
の
構
造
理
解
に
示
唆
を
受
け
て
問
い
直
し
、
閲

覧
等
の
請
求
者
別
の
類
型
論
を
通
じ
て
、
あ
る
べ
き
論
点
を
整
理
し
た
（
第
二
章
）。
こ
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、
当
事
者
公
開
原
則

に
基
づ
く
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
出
発
点
と
し
た
筆
者
な
り
の
民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
構
造
理
解
を
伝
統
的
見
解
と
の
異
同
に
留
意
し

つ
つ
明
ら
か
に
し
た
。
令
和
四
年
法
律
第
四
八
号
に
よ
る
改
正
前
に
お
け
る
実
務
上
の
秘
匿
措
置
の
運
用
は
、
形
式
的
に
は
民
事
訴
訟

法
九
一
条
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
た
問
題
意
識
は
改
正
法
一
三
二
条
以
下
の

「
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏
名
等
の
秘
匿
」
制
度
と
し
て
実
定
化
さ
れ
、
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
論
じ
た
き
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
改
正
前
に
お
け
る
実
務
の
運
用
が
、
権
利
濫
用
論
等
を
媒
介
と
す
る
ま
で
も
な
く
、
一
定
の
理
論
的
根
拠
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

筆
者
と
し
て
は
、
改
正
法
施
行
後
の
解
釈
運
用
上
考
え
得
る
問
題
を
、
で
き
る
限
り
取
り
上
げ
る
よ
う
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

今
後
公
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
改
正
法
の
意
義
や
問
題
点
に
関
す
る
諸
論
考
か
ら
学
び
な
が
ら
、
引
き
続
き
考
え
て
み
た
い
。
以
上
の
考

察
内
容
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
一
般
第
三
者
も
「
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
と
当
事
者
と
の
間
の
利
害
調
整
ル
ー
ル
が
理
論

的
に
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
裁
判
の
一
般
公
開
原
則
の
趣
旨
に
照
ら
し
た
一
般
第
三
者
の
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
同
ル
ー
ル
の

適
用
の
際
の
裁
判
所
の
裁
量
統
制
ル
ー
ル
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
す
る
、
筆
者
の
新
た
な
民
事
訴
訟
法
九
一
条
の
構

造
理
解
を
提
示
し
た
。
こ
の
構
造
理
解
に
よ
る
場
合
、
民
事
訴
訟
法
九
二
条
の
意
義
や
適
用
範
囲
等
に
つ
い
て
一
定
の
再
検
討
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
は
既
に
別
稿
を
公
表
済
み
で
は
あ
る
が
、
更
に
考
え
て
み
た
い
。

（
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＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
（
課
題
番
号 21K

20089

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

「
権
利
上
ノ
利
害
」
の
語
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
九
九
条
二
項
に
い
うein rechtliches Interesse

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
法
的
利

益
」
と
訳
出
す
る
方
が
原
語
の
意
義
に
近
い
。
仁
井
田
・
前
掲
注
（
46
）、
齋
藤
＝
中
田
・
前
掲
注
（
17
）
等
。
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ

同
じ
条
文
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
第
一
節
～
第
三
節
。

第
一
章
第
四
節
。

大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
か
ら
「
閲
覧
若
ハ
」
の
文
言
を
削
除
し
て
項
を

繰
り
下
げ
た
も
の
で
あ
り
、
前
段
、
後
段
の
構
文
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
第
四
節
第
一
款
。
主
語
が
「
当
事
者
及
び
利
害
関

係
を
疎
明
し
た
第
三
者
」
に
な
っ
た
の
は
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
一
〇
八
号
）
の
制
定
時
の
こ
と
で
あ
る
。

伝
統
的
見
解
に
よ
っ
て
も
、
民
事
訴
訟
法
九
一
条
一
項
等
か
ら
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
利
害
調
整
ル
ー
ル
の
廃
棄
が
論
理
的
に
帰
結

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
仮
に
、
一
般
第
三
者
の
閲
覧
請
求
が
あ
れ
ば
そ
の
範
囲
で
当
事
者
は
こ
れ
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
価
値
判
断
を
含
ん
だ
解
釈
論
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、【
資

料
】
上
段
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
の
よ
う
に
、
当
事
者
、
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
一
般
第
三
者
に
関
す

る
規
律
を
分
節
的
に
記
述
し
て
も
、
上
記
の
よ
う
な
解
釈
論
を
通
じ
て
、
伝
統
的
見
解
と
同
様
の
ル
ー
ル
を
導
く
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。
昭
和

二
〇
年
代
前
半
の
連
合
国
占
領
下
に
お
い
て
「
訴
訟
記
録
閲
覧
の
一
般
公
開
」
を
出
発
点
と
す
る
条
文
を
対
外
的
に
示
し
た
政
治
的
意
義
は
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、【
資
料
】
の
上
下
段
に
は
内
容
の
違
い
は
な
い
こ
と
と
な
る
。

立
案
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
録
音
テ
ー
プ
等
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
の
謄
写
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
に
改
ざ
ん
等
を
す
る
こ
と
が
用

意
で
あ
る
た
め
、
複
製
テ
ー
プ
に
正
本
等
の
証
明
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
録
音
テ
ー
プ
等
に
つ
い
て
は
、
謄
写
等
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
録
音
テ
ー
プ
等
の
複
製
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
と
い
う
（
法
務
省
民
事

局
参
事
官
室
編
『
一
問
一
答
民
事
訴
訟
法
』（
社
団
法
人
商
事
法
務
研
究
会
、
平
成
一
〇
年
）
八
一
頁
）。
こ
の
説
明
を
文
字
通
り
解
す
る
と
、

媒
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
は
余
す
こ
と
な
く
ダ
ビ
ン
グ
す
る
こ
と
が
要
求
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
改
正
法
九
一
条
の
二
で
の
規
律
が
予

定
さ
れ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
「
複
写
」
概
念
が
録
音
テ
ー
プ
等
の
「
複
製
」
概
念
と
等
価
と
考
え
る
場
合
に
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）
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前
掲
注
（
126
）。

第
二
章
第
五
節
、
特
に
第
一
款
及
び
第
二
款
。

第
一
章
第
一
節
～
第
三
節
。

第
二
章
第
五
款
第
七
節
。

明
治
民
訴
法
二
二
四
条
二
項
は
、
当
事
者
の
同
意
（
承
諾
）
が
あ
る
場
合
は
閲
覧
等
を
許
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
裁
判
長
ハ
第
三
者
カ

権
利
上
ノ
利
害
ヲ
疎
明
ス
ル
ト
キ
ニ
限
リ
当
事
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
訴
訟
記
録
ノ
閲
覧
及
ヒ
其
抄
本
並
ニ
謄
本
ノ
付
与
ヲ
許
ス
コ
ヲ
得
」
と
規

定
し
て
い
た
（
第
一
章
第
一
節
）。
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
九
九
条
二
項
の
規
定
が
現
行
法
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
近
時
の
状

況
に
つ
き
、
福
田
剛
久
『
民
事
訴
訟
の
Ｉ
Ｔ
化
』（
法
曹
会
、
平
成
三
一
年
）
四
六
頁
以
下
、
公
益
社
団
法
人
商
事
法
務
研
究
会
「
主
要
先
進

国
に
お
け
る
民
事
裁
判
手
続
等
の
Ｉ
Ｔ
化
に
関
す
る
調
査
研
究
業
務
報
告
書
」（
令
和
二
年
）
七
四
頁
以
下
〔
青
木
哲
〕
等
が
あ
る
。

「
利
害
関
係
」
の
文
言
の
適
否
に
つ
き
、
前
掲
注
（
123
）。

民
事
訴
訟
法
三
八
条
に
お
い
て
前
段
、
後
段
の
形
式
で
共
同
訴
訟
の
要
件
を
規
定
す
る
形
式
を
維
持
し
つ
つ
、
関
連
裁
判
籍
が
生
じ
る
の

は
同
条
前
段
に
定
め
る
場
合
に
限
定
す
る
と
い
う
大
正
民
訴
法
下
の
解
釈
論
を
明
文
化
す
る
民
事
訴
訟
法
七
条
た
だ
し
書
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

を
想
起
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、
人
事
訴
訟
法
三
五
条
一
項
、
二
項
本
文
、
三
項
、
非
訟
事
件
手
続
法
三
二
条
一
項
、
二
項
後
段
、
三
項
、
四
項
、
家
事
事
件
手

続
法
四
七
条
一
項
、
二
項
後
段
、
三
項
～
五
項
、
二
五
四
条
一
項
、
二
項
後
段
、
三
項
～
五
項
。

大
韓
民
国
民
事
訴
訟
法
一
六
二
条
は
、
従
来
は
大
正
民
訴
法
一
五
一
条
一
項
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
四
九
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）

に
相
当
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た
が
、
二
〇
〇
七
年
の
改
正
に
よ
り
、「
何
人
」
に
も
一
定
の
目
的
で
の
確
定
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
許
容
し
つ

つ
、
訴
訟
関
係
人
が
同
意
し
な
い
場
合
に
閲
覧
を
拒
絶
す
べ
き
旨
の
一
六
二
条
二
項
、
三
項
等
の
規
定
を
新
設
し
て
い
る
。
福
田
・
前
掲
注

（
133
）
六
四
頁
に
同
条
の
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

当
事
者
も
、
裁
判
公
開
原
則
の
徹
底
を
求
め
て
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
を
求
め
る
こ
と
が
論
理
的
に
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
り

権
限
の
広
い
当
事
者
と
し
て
の
訴
訟
記
録
閲
覧
等
権
限
を
行
使
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

拙
稿
「
民
事
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
制
限
決
定
の
理
論
と
実
務
─
─
多
義
的
な
「
秘
密
」
か
ら
の
解
放
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
九
七
号
（
令

和
四
年
）
三
七
頁
。

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）

（
135
）

（
136
）

（
137
）

（
138
）

（
139
）
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　【
資
料
】

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文

改
正
法
の
条
文

　
（
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
）

第
九
十
一
条　

当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
非
電
磁
的
訴
訟

記
録
（
訴
訟
記
録
中
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を

除
い
た
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
閲
覧
若

し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
正
本
、
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
も
、
同
様
と

す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
も
の
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、

非
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
部
分
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

公
開
を
禁
止
し
た
口
頭
弁
論
に
係
る
部
分

二　

第
二
百
六
十
四
条
の
和
解
条
項
案
に
係
る
部
分
、
第
二
百
六
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
解
条
項
の
定
め
に
係
る
部
分
及
び
第
二

百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
和
解
（
口
頭
弁
論
の
期
日
に
お
い

て
成
立
し
た
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
部
分

３　

削
除

４　

第
一
項
の
規
定
は
、
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
中
の
録
音
テ
ー
プ
又
は

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
記

　
（
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
）

第
九
十
一
条　

何
人
も
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
非
電
磁
的
訴
訟
記

録
（
訴
訟
記
録
中
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
除

い
た
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
閲
覧
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

公
開
を
禁
止
し
た
口
頭
弁
論
に
係
る
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
に
限
り
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
電
磁
的
訴
訟
記
録

中
第
二
百
六
十
四
条
の
和
解
条
項
案
に
係
る
部
分
、
第
二
百
六
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
解
条
項
の
定
め
に
係
る
部
分
及
び
第
二

百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
和
解
（
口
頭
弁
論
の
期
日
に
お
い

て
成
立
し
た
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。

３　

当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
裁
判
所
書
記
官

に
対
し
、
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
謄
写
又
は
そ
の
正
本
、
謄
本
若
し

く
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

前
項
の
規
定
は
、
非
電
磁
的
訴
訟
記
録
中
の
録
音
テ
ー
プ
又
は
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
記
録
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録
し
た
物
を
含
む
。）
に
関
し
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
物
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
者
の
請
求
が
あ

る
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
複
製
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５　

非
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
、
謄
写
及
び
複
製
の
請
求
は
、
非
電

磁
的
訴
訴
訟
記
録
の
保
存
又
は
裁
判
所
の
執
務
に
支
障
が
あ
る
と
き

は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
）

第
九
十
一
条
の
二　

当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判

所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
訴
訟
記
録

中
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
に
備
え
ら
れ

た
フ
ァ
イ
ル
（
次
項
、
第
三
項
及
び
第
三
項
の
二
、
次
条
並
び
に
第

百
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
単
に
「
フ
ァ
イ
ル
」
と

い
う
。）
に
記
録
さ
れ
た
事
項
（
第
百
三
十
二
条
の
七
及
び
第
百
三

十
三
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
「
フ
ァ
イ
ル
記
録
事
項
」
と
い

う
。）
に
係
る
部
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
内
容
を
最
高
裁
判
所

規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
も
、
同
様
と
す
る
。

２　

当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
裁
判

所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
手
続
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電

　

し
た
物
を
含
む
。）
に
関
し
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
物
に
つ
い
て
当
事
者
又
は
利
害
関
係
を
疎
明
し
た

第
三
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
そ
の
複
製
を

許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　
（
同
上
）

　
（
電
磁
的
訴
訟
記
録
の
閲
覧
等
）

第
九
十
一
条
の
二　

何
人
も
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
訴
訟
記
録
中

こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
（
次
項
及
び
第
三
項
、
次
条
並
び
に
第
百
九
条
の
三
第
一

項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
単
に
「
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。）
に
記
録

さ
れ
た
事
項
（
第
百
三
十
二
条
の
七
及
び
第
百
三
十
三
条
の
二
第
五

項
に
お
い
て
「
フ
ァ
イ
ル
記
録
事
項
」
と
い
う
。）
に
係
る
部
分
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
内
容
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
裁
判
所
書
記
官

に
対
し
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、

最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
最
高
裁
判
所
規
則
で

定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
裁
判
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
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子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁

判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
る
複
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
も
、
同
様
と
す
る
。

３　

当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が

最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
書
面
の
内
容
が
電
磁

的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当
該
事
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記

録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
電
磁
的
記
録
の
内
容
が
電
磁
的
訴
訟
記

録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の

を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
そ

の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供

す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第

三
者
も
、
同
様
と
す
る
。

３
の
２　

前
三
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
も
の
は
、
裁
判
所
書
記
官
に

対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴
訟

記
録
の
内
容
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た

も
の
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

機
と
手
続
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回

線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
使

用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に

よ
る
複
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
裁
判
所
書
記
官

に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
訴

訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し

た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
当
該
書
面
の
内
容
が
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い

る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当

該
事
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て

裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
電

磁
的
記
録
の
内
容
が
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と

同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判

所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
新
設
）
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４　

前
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
前

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
係
る
閲
覧
及
び
複
写
の

請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
訴
訟
に
関
す
る
事
項
の
証
明
）

第
九
十
一
条
の
三　

当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判

所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
訴
訟
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
当
該
事
項
を
証
明
し
た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当
該
事
項

を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所

規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
事
項
を
証
明
し
た
も
の
を
最
高
裁

判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
害
関
係
を
釈
明
し
た
第
三
者
も
、

同
様
と
す
る
。

４　

前
条
第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
係
る
閲
覧
及
び
複
写
の
請
求
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

　
（
訴
訟
に
関
す
る
事
項
の
証
明
）

第
九
十
一
条
の
三　

当
事
者
及
び
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、

裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
訴
訟
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記

官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
事
項
を
証
明
し

た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当
該
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ

っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当

該
事
項
を
証
明
し
た
も
の
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で

定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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